
 

（別紙 1） 

第 1次審査評価基準 

 

評価項目 評価事項 配点 

実施体制 実現性 業務に必要な人員が配置されている。  ５ 

安全性 
個人情報保護を遵守できるオンラインシ 

ステムを使用している。 
１０ 

安全性 
保持した情報を安全に保管する体制が確

保できる。 
１０ 

利便性 休日・夜間の実施体制が可能である。 １０ 

実施方針 

 

制 度 理

解 

特定健診・特定保健指導の制度を理解し

た提案である。 
 ５ 

継 続 性

の確保 

対象者が特定保健指導脱落者とならない

ような工夫がなされている。 
２０ 

実施手法 
手法 

特定保健指導はオンラインに対応した提

案である。 
 ５ 

効果 保健指導の効果が見込める提案である。 ２０ 

その他 
実績 

他自治体での特定保健指導の実績があ

る。 
 ５ 

実績 電話勧奨の実績がある。  ５ 

 

社会貢献

活動等に

係る認証

等の有無 

企画提案書の提出期限日時点で次に揚げる認

証等を保有しているか。 

（加点方法） 

評価項目の取得数により以下の配点とする。 

1 項目取得…1点 

2～3項目取得…3点 

4 項目以上取得…5点 

（対象となる認証等） 

(1)浜松市ワーク・ライフ・バランス等推進

事業所の認証 

(2)浜松市消防団協力事業所の認定 

(3)浜松市高齢者活躍宣言事業所の認定 

(4)健康経営優良法人の認定（経済産業省） 

(5)浜松市外国人材活躍宣言事業所の認定 

(6)浜松市企業の CSR 活動表彰（注１） 

５ 

合計 １００ 



 

注 1 浜松市企業の CSR 活動表彰では、企画提案書提出期限日の 2 年前の日までの間において、以下の

いずれかに該当する事業所が加点対象となる。 

・Star Prize 制度マイスター認定事業所 

・優秀賞、特別賞又は市民協働奨励賞の受賞事業所（※3 つの賞以外の受賞実績は対象外です。） 

 

提案者の順位の決定方法 

１ 提出された企画提案書等を評価基準に基づいて診査し、点数が上位の3者に対し2次審査を実施する。 

２ 点数が同点になった場合は、次の方法により順位を決定する。 

 (1)評価項目「実施手法」の点数が高い者を上位とする。 

 (2)(1)も同点の場合は、評価項目「実施方針」「実施体制」「その他」の順で各合計点が高い者を上位と

する。 



 

（別紙 2） 

第 2次審査評価基準 

 

評価項目 評価事項 配点 

実施体制 

 

 

実現性 実施人員の人数、資格、勤務体制につい 

て説明ができる。 
１０ 

安全性 情報セキュリティの安全性について説明

ができる。 
１０ 

サ ポ ー

ト体制 

機材使用に不慣れな対象者へ配慮したサ 

ポート体制がある。 
１０ 

実施方針 

 

 

特徴 特定保健指導の実施について自社の特徴

を説明できる。 
１０ 

コスト 見積内容を明確に説明することができ

る。 
１０ 

実施手法 

 

わ か り

やすさ 

特定保健指導の内容について初心者にも

理解できる説明媒体がある。 
１０ 

具体性 対象者が取り組む生活改善内容が具体的

に把握できる内容である。 
１５ 

独創性 対象者が生活習慣改善に意欲的に取り組

める工夫がなされている。 
１５ 

効果 特定保健指導後の健診結果改善等の効果

がみられた実績がある。 
１０ 

合計  １００ 

＜提案者の順位の決定方法＞ 

点数が同点になった場合は、次の方法により順位を決定する。 

 (1)評価項目「実施手法」の点数が高い者を上位とする。 

 (2)(1)も同点の場合は、評価項目「実施方針」「実施体制」「その他」の順で各合計点が高い者を上位と

する。 


